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ベンジルケ トンC-C結合およびニ トロベンゼンC-H結合切断
を伴 う有機イオウ ･リン化合物のロジウム触媒合成反応





































が反応 した化合物I-hiss,インスリンAchainが 1分子のS2と反応 した化合物A-monoS,Achainが2
分子のS2と反応した化合物A-hiss,Bchainが 1分子のS2と反応した化合物をB一monoSを与えた(Figure
1)｡粗生成物を炭酸アンモニウム水溶液に溶解し,再沈殿を行った後,陰イオン交換クロマ トグラフィー



























































ベンジルフェニルケ トン4とS-メチルp-(1-ブチル)チオ安息香酸エステル 5(3eq.)を 1,3-ジメチル
イミダゾリジノン中 150oCで 12時間作用させると,ベンジルp-(i-ブチル)フェニルケ トン6(81%)





























































中の酸素が影響 している｡ラジカル捕捉剤を 1当量添加 しても反応に影響 しない｡従って,ラジカル反
応ではなく,ロジウム触媒がチオエステル S-Me結合を切断したと考えている｡
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芳香環 C-H結合およびケ トンα位 C-C結合を活性化して物質変換を行うことに成功している.また,
一連の研究を通してロジウム錯体が様々な結合を切断できることを示しており,この内容は有機合成化
学において高い価値があると考えられる｡よって,本論文は博士(薬学)の学位論文として合格と認める｡
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